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当社は、“ケミカルズを基盤とした専門商社として、類稀なる機能とサービスにより社会

に貢献する”を経営理念に掲げる日本ゼオンのグループ企業です。 

 グローバルな視野で輸出入業務を行っており、アメリカ、中国、東南アジア諸国において

現地法人を設立して、積極的に海外展開しています。2011 年 7 月には、インドに現地法

人を設立し、合計 11 社の体制となりました。国内と海外を結ぶ強力なネットワークを構築

して、質の高い商材とサービス提供に努めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境配慮型商品拡販への取り組み 

当社は 2006 年 12 月 1 日に ISO14001 の認証を取得し、環境配慮型商品の拡販を当社の重要な環境目的に位置づけ

ています。 

 2011年度は新たに環境配慮型商品 23 件の販売を開始しましたが、売上比率は 2008年度以降、やや伸びなやんでいま

す。 

 今後は、新製品である植物由来の原料を使用したプラスチック、化学品、低燃費タイヤ用薬剤の拡販等により、環境配慮

型商品の売上比率の向上を目指します。 

 

環境配慮型商品売上比率 

 

柿沼秀一社長 

東京材料インデイアの開所風景工場 
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法令遵守の推進 

当社は、化学物質を取引する商社として内外の化学物質規制を遵守するべく、コンプライアンス体制の強化を推進してい

ます。 

 （1）改正化審法により、2011 年 4 月 1 日から年間 1 トン以上製造・輸入された一般化学物質、優先化学物質の届出が必

要となったため、2010年度分の届出を実施しました。 

 （2）2011年度も、継続的に従業員の法令に関する教育を実施しました。国内の営業スタッフ全員を対象に、化学物質規制

基礎教育と輸出貿易管理令の教育を実施。海外では、中国現地法人スタッフを対象に危険化学品安全管理条例に関する

教育を実施しました。 

グローバル人材育成の一環として、若手社員を「トレーニー」として海外に派遣し､さまざ

まな経験を積んでもらう試みを 2010 年より始めています。2011 年は、12 月より 3 カ月間、

高機能材料営業部の若手社員をシンガポールに派遣して、現地法人運営に関わる基礎を

学ぶなど、地域に密着した体験学習に取り組んでいます。 

トレーニー（手前）と現地スタッフ 


